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そ
の
出
版
は
、
終
結
を
思
わ
せ
た
写
本
の
存
在
に
更
な
る
可
能
性
を
抱
か
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
出
土
梵
文
『
法
華
経
』
写
本
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
イ
ギ
リ
ス
の
ネ
パ
ー
ル
駐
在
公
使
bd
'
=
°
H
o
d
g
so
n
に
よ
っ
て
そ
の
蒐
集
が
始
め
ら
れ
て
以
来
、
今
日
に
至
る
迄
、
多
数
の
写
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
紙
本
、
貝
葉
本
を
合
せ
て
三
〇
本
を
超
え
る
。
紙
本
は
そ
の
書
写
年
代
が
新
し
い
為
、
資
料
的
価
値
は
乏
し
く
、
貝
葉
本
が
主
た
る
研
究
対
象
と
な
る
。
こ
の
貝
葉
本
は
従
来
迄
、
東
洋
文
庫
、
東
京
大
学
図
書
館
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
、
大
英
博
物
館
、
ネ
パ
ー
ル
国
立
古
文
書
館
所
蔵
の
7j1I
I
二
種
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
、
民
族
文
化
宮
図
書
館
所
蔵
本
が
新
し
く
加
え
ら
れ
、
二
二
種
と
な
る
。
こ
の
新
資
料
貝
葉
本
は
ネ
パ
ー
ル
よ
り
伝
来
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
サ
キ
ャ
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
が
、
一
九
六
〇
年
に
発
見
さ
れ
、
以
後
、
北
京
の
民
族
文
化
宮
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
書
館
に
は
他
に
チ
ベ
ッ
ト
よ
り
将
来
さ
れ
た
相
当
の
数
に
の
ぼ
る
梵
語
仏
典
等
の
写
本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
図
書
館
で
は
研
究
活
動
に
役
立
て
る
為
に
、
文
献
整
理
、
蔵
書
目
録
の
作
製
、
再
出
版
等
に
全
館
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告
は
、
必
ず
近
い
将
来
に
そ
の
成
果
が
我
々
に
届
け
ら
れ
る
と
の
確
信
を
抱
か
せ
る
。
今
回
、
寄
贈
さ
れ
た
複
製
版
は
豪
華
な
装
丁
が
施
さ
れ
た
箱
に
納
め
ら
れ
、
そ
の
第
一
枚
目
は
中
国
仏
教
協
会
会
長
・
趙
朴
初
氏
が
揮
毫
さ
れ
た
書
名
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
、
二
枚
目
は
北
京
大
学
副
学
長
・
李
羨
林
氏
に
よ
る
デ
ー
ヴ
ァ
・
ナ
ー
ガ
リ
ー
書
体
梵
文
書
名
が
、
そ
し
て
、
三
枚
目
(表
裏
)
に
は
同
氏
に
よ
る
引
言
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
貝
葉
枚
数
一
三
七
枚
、
二
七
四
面
で
全
体
を
呈
し
て
い
る
が
、
最
後
の
二
二
七
B
は
書
写
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
書
写
面
数
は
正
確
に
は
二
七
三
面
と
な
る
。
こ
の
写
本
の
素
材
は
貝
葉
で
あ
り
、
写
本
寸
法
は
五
四
・
三
×
四
・
九
(
㎝
)
、
写
本
の
行
数
は
六
行
、
書
体
は
ク
テ
ィ
ラ
文
字
よ
り
成
る
。
そ
の
書
写
年
代
は
一
〇
八
二
年
三
月
一
七
日
と
記
さ
れ
て
お
り
、
他
の
一
二
貝
葉
本
と
ほ
ぼ
同
じ
二
世
紀
の
も
の
で
あ
る
が
、
ネ
パ
ー
ル
諸
写
本
全
体
よ
り
見
れ
ば
古
層
に
属
す
る
。
写
本
に
は
梵
夾
用
の
二
箇
所
の
紐
穴
が
あ
り
、
一
面
が
三
等
分
さ
れ
た
形
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
書
体
も
同
一
人
で
書
き
綴
ら
れ
た
如
く
、
一
定
し
統
一
が
と
れ
て
お
り
、
各
一
行
に
お
け
る
文
字
数
も
凡
そ
一
=
一
字
前
後
と
一
定
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
他
の
一
二
貝
葉
本
と
比
較
し
て
、
完
全
と
も
言
え
る
写
本
で
、
そ
の
保
存
状
態
の
極
め
て
優
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
眺
め
て
み
れ
ば
、
若
干
の
問
題
点
も
な
い
こ
と
は
な
い
。
例
え
ぽ
、
五
一
B
、
八
八
B
、
一
〇
五
A
に
は
墨
が
流
れ
、
全
く
解
読
不
可
能
な
箇
所
が
存
在
し
、
一
B
、
二
二
B
、
六
八
B
、
六
九
A
等
の
一
部
分
の
如
き
磨
滅
の
激
し
い
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
程
度
の
難
点
は
現
存
す
る
諸
写
本
に
比
較
し
て
、
比
べ
よ
う
も
な
く
僅
少
で
、
極
め
て
優
良
な
写
本
で
あ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
o
今
日
の
学
界
は
、
従
来
の
一
二
貝
葉
本
相
互
間
の
比
較
研
究
に
よ
り
、
既
に
写
本
の
内
容
の
類
似
性
に
基
づ
き
、
類
別
化
が
行
な
わ
れ
、
原
本
の
新
旧
が
検
討
き
れ
て
い
る
研
究
段
階
で
も
あ
り
、
極
め
て
近
い
将
来
に
、
こ
の
貝
葉
本
の
資
料
的
位
置
付
け
が
定
立
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
の
梵
文
『
妙
法
蓮
華
経
』
写
本
が
、
学
的
に
貢
献
す
る
こ
と
多
大
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
更
に
、
こ
の
こ
と
が
中
国
と
本
学
と
の
旧
に
も
倍
す
る
友
好
の
一
助
と
な
ら
ん
こ
と
を
念
じ
、
妄
評
を
詑
び
つ
つ
、
筆
を
擱
く
。
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